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 財 政 事 情 説 明 書 の 作 成 及 び 公 表 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ２ ３ 年 条 例 第 ２ ０ 号 ）

第 ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、本 市 の 財 政 事 情 を次 の とお り公 表 し ます 。  

 

 

 

 

 

   平 成 １ ８ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日  

 

 

 

 

                        帯 広 市 長  砂  川  敏  文  



帯  広  市  財  政  事  情  説  明  書  

 

 

 

帯 広 市 の 財 政 事 情 に つい て 、地 方 自 治 法 第 ２ ４ ３ 条 の ３第 １項

及 び帯 広 市 「財 政 事 情 説 明 書 の 作 成 及 び公 表 に関 する 条 例 」の

規 定 に基 づき 、平 成 １８ 年 ４月 １日 か ら平 成 １８ 年 ９月 ３０日 ま での

期 間 における下 記 に掲 げる事 項 及 び平 成 １７年 度 決 算 の内 容 につ

いて掲 載 しております。 

 

（１） 収 入 及 び支 出 の概 況  

（２） 市 民 の負 担 の状 況  

（３） 公 営 事 業 の経 理 の概 況  

（４） 財 産 、市 債 及 び一 時 借 入 金 の現 在 高  

 

 



帯広市一般・特別会計の状況

１．平成１８年度予算の収入・支出状況

（１）予　　算

平成１８年度の予算は、市長の改選期にあたることから政策的な事業を極力抑えた、

いわゆる骨格予算としたところであります。

したがいまして、扶助費などの義務的経費や継続費設定事業、あるいは債務負担の

解消に係る経費などを基本に計上しました。また、政策的経費であっても明るさの見え

ない経済状況や社会状況等から今日的に対応が急がれている、

　・地域経済に活力を生むための効果的な景気対策

　・少子高齢化への対応をはじめとする総合的な福祉対策

　・災害に備えたまちづくり

などについては、引き続き取り組まなければならない重視する政策課題と位置づけ、当

初予算に計上しました。

この結果、一般会計・特別会計を合わせた歳入歳出予算規模は、１，０８７億１，５８０

万６千円となり、前年度予算対比２．６％の減少となりました。

その後、市長選後の政策予算の上積みなどにより９月末までに一般会計について

は、補正予算で１４億３，１９５万７千円を追加し７１５億８９５万７千円になったほか、特

別会計で１１億９，６１４万１千円を追加し、３９８億３，４９４万７千円となりました。

このほか、繰越明許費繰越額として担い手育成畑地帯総合整備事業費１２７万円が

あります。



○一般会計

平成17年度 平成18年度 増△減 増△減率

千円 千円 千円 ％

○特別会計

平成17年度 平成18年度 増△減 増△減率

千円 千円 千円 ％

皆減

区　　　　分

520,751 

当 初 予 算 額

９月末予算額

補 正 予 算 額 911,206 

38,316,872 321,934 

継 続 費 逓 次
繰 越 額

0 1 △ 1 

△ 287,782 △ 99.6 

区　　　　分

1,270 289,052 
繰 越 明 許 費
繰 越 額

当 初 予 算 額

38,550,171 1,284,776 39,834,947 

38,638,806 

1,196,141 233,299 

９月末予算額

補 正 予 算 額

0.8 

3.3 

962,842 412.7 

73,281,000 

73,801,751 △ 2,292,794 △ 3.1 

△ 3,204,000 △ 4.4 

175.0 

70,077,000 

71,508,957 

1,431,957 

一般会計予算（単位：億円）
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（２）収　　入

一般会計の９月末予算額 ７１５億８９５万７千円に対する

１．平成１８年度予算の収入・支出状況４月から９月末までの収入額は、 ２９３億７，９２１万１千円で、

収入率は、 ４１．１％であり、

前年同期の ４０．１％に対して　　１．０ポイント上回っています。

９月末
予算額

９月末
収入額

収入率
前年度同期

収入率
増△減

① ② ②/①=③ ④ ③-④
千円 千円 ％ ％ ％

21,283,891 10,441,130 49.1 51.4 △ 2.3

2,247,290 856,346 38.1 34.2 3.9

81,115 32,363 39.9 60.1 △ 20.2

13,933 14,185 101.8 31.3 70.5

22,657 125 0.6 0.6 0.0

2,018,815 1,165,200 57.7 50.4 7.3

6,548 2,367 36.1 39.8 △ 3.7

289,679 100,337 34.6 36.6 △ 2.0

63,392 0 0.0 0.0 0.0

548,370 546,603 99.7 106.0 △ 6.3

13,865,826 9,848,604 71.0 73.2 △ 2.2

54,000 30,401 56.3 62.5 △ 6.2

753,427 303,912 40.3 41.3 △ 1.0

2,249,300 957,919 42.6 44.4 △ 1.8

8,958,062 3,540,647 39.5 36.9 2.6

2,517,407 458,824 18.2 12.1 6.1

488,050 168,019 34.4 18.6 15.8

2,319 2,316 99.9 100.0 △ 0.1

379,677 0 0.0 0.0 0.0

351,910 386,996 110.0 147.9 △ 37.9

10,103,789 522,917 5.2 5.0 0.2

5,209,500 0 0.0 0.0 0.0

71,508,957 29,379,211 41.1 40.1 1.0合 計

科　　　　　目

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

財 産 収 入

寄 附 金

地 方 交 付 税

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

株 式 等 譲 渡 所 得 割
交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴ ル フ 場 利 用 税
交 付 金

自動車取得税交付金

市 税

配 当 割 交 付 金

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金



特別会計の９月末予算額 ３９３億３，４９４万７千円に対する

４月から９月末までの収入額は、 １３６億２，６４９万３千円で、

収入率は、 ３４．２％であり、

前年同期の ３４．１％に対して　　０．１ポイント上回っています。

９月末
予算額

９月末
収入額

収入率
前年度同期

収入率
増△減

① ② ②/①=③ ④ ③-④
千円 千円 ％ ％ ％

16,762,934 4,435,607 26.5 28.0 △ 1.5

14,035,645 5,820,650 41.5 40.4 1.1

7,964,201 3,168,841 39.8 38.5 1.3

43,768 10,965 25.1 35.8 △ 10.7

77,910 25,028 32.1 14.5 17.6

125,764 11,615 9.2 10.7 △ 1.5

173,748 59,489 34.2 30.1 4.1

650,977 94,298 14.5 14.2 0.3

39,834,947 13,626,493 34.2 34.1 0.1

会　　　　　計

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

合 計

空 港 事 業

中 島 霊 園 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 村 下 水 道 事 業

駐 車 場 事 業

予算額対収入額（単位：億円）
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（３）支　　出

一般会計の９月末予算額 ７１５億８９５万７千円に対する

１．平成１８年度予算の収入・支出状況４月から９月末までの支出額は、 ３２０億７６万５千円で、

支出率は、 ４４．８％であり、

前年同期の ４６．０％に対して　　１．２ポイント下回っています。

９月末
予算額

９月末
支出額

支出率
前年度同期

支出率
増△減

① ② ②/①=③ ④ ③-④
千円 千円 ％ ％ ％

340,379 168,868 49.6 48.5 1.1

2,177,541 940,868 43.2 41.5 1.7

19,223,696 6,978,597 36.3 36.7 △ 0.4

3,010,429 1,051,899 34.9 37.7 △ 2.8

80,850 55,578 68.7 70.0 △ 1.3

3,068,691 1,967,544 64.1 43.9 20.2

6,664,989 5,871,673 88.1 86.7 1.4

7,361,890 3,074,822 41.8 33.9 7.9

319,044 136,638 42.8 25.7 17.1

5,116,013 2,074,813 40.6 40.3 0.3

9,513,756 2,857,797 30.0 50.4 △ 20.4

2,292,334 1,336,983 58.3 56.0 2.3

12,308,459 5,484,685 44.6 46.4 △ 1.8

30,886 0 0.0 0.0 0.0

71,508,957 32,000,765 44.8 46.0 △ 1.2

商 工 費

土 木 費

合 計

職 員 費

予 備 費

諸 支 出 金

教 育 費

公 債 費

総 務 費

民 生 費

科　　　　　目

消 防 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

議 会 費

衛 生 費



特別会計の９月末予算額 ３９８億３，４９４万７千円に対する

４月から９月末までの支出額は、 １６２億２，９４４万１千円で、

支出率は、 ４０．７％であり、

前年同期の ４２．３％に対して　　１．６ポイント下回っています。

９月末
予算額

９月末
支出額

支出率
前年度同期

支出率
増△減

① ② ②/①=③ ④ ③-④
千円 千円 ％ ％ ％

16,762,934 6,469,057 38.6 41.3 △ 2.7

14,035,645 6,540,830 46.6 44.9 1.7

7,964,201 2,891,807 36.3 41.3 △ 5.0

43,768 7,338 16.8 46.8 △ 30.0

77,910 28,681 36.8 16.7 20.1

125,764 39,137 31.1 31.2 △ 0.1

173,748 42,568 24.5 49.0 △ 24.5

650,977 210,023 32.3 35.3 △ 3.0

39,834,947 16,229,441 40.7 42.3 △ 1.6

農 村 下 水 道 事 業

駐 車 場 事 業

空 港 事 業

合 計

老 人 保 健

介 護 保 険

中 島 霊 園 事 業

簡 易 水 道 事 業

会　　　　　計

国 民 健 康 保 険

予算額対支出額（単位：億円）
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２．市税の負担状況

市税の９月末調定額に対する

市民１人当り負担額は、 １２万５,５６２円

１世帯当り負担額は、 ２７万２,０１６円 　　となっています。

市税の９月末収入済額に対する

市民１人当り負担額は、 ６万１,００５円

１世帯当り負担額は、 １３万２,１６０円 　　となっています。

予 算 額 構成比 調 定 額 構成比 収入済額 構成比

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

8,940,220 42.0 8,613,938 40.1 3,607,525 34.5

8,796,451 41.3 9,883,969 46.0 5,074,307 48.6

235,486 1.1 264,882 1.2 215,043 2.1

1,583,350 7.5 765,203 3.6 633,525 6.1

3 0.0 26,750 0.1 2,946 0.0

5,604 0.0 2,723 0.0 2,605 0.0

1,722,777 8.1 1,932,919 9.0 905,179 8.7

21,283,891 100.0 21,490,384 100.0 10,441,130 100.0

注）　人口及び世帯数は、９月末住民登録人口及び世帯数です。

272,016円

61,005円

132,160円

市 民 １ 人 当 り

269,403円１ 世 帯 当 り

124,356円 125,562円

特別土地保有税

入 湯 税

合 計

都 市 計 画 税

市 た ば こ 税

軽 自 動 車 税

科　　　目
平成１８年９月末

市 民 税

固 定 資 産 税



３．市債及び一時借入金の現在高

（１）市　　債

１．平成１８年度予算の収入・支出状況

年度当初における、一般会計と特別会計を合わせた市債の現在高は、

１,０２６億３，８３３万４千円 でしたが、

４月１日から９月３０日までに、 ２０億５，４４５万８千円 償還しましたので、

９月末現在高は、 １，００５億８，３８７万６千円 となっています。

また、これは 市民１人当り ５８万７,６８４円

１世帯当り １２７万３,１４９円 　　であり、

前年度同期と比べると、

市民１人当りでは、 １１,７０９円増加し、

１世帯当りでは、 ７,８３７円増加しています。

平成17年9月末 平成18年9月末 増　△　減

千円 千円 千円

95,272,077 96,694,181 1,422,104

3,622,195 3,889,695 267,500

98,894,272 100,583,876 1,689,604

575,975円 587,684円 11,709円

1,265,312円 1,273,149円 7,837円

（２）一時借入金

４月１日から９月３０日までにおける、一般会計の借入総額は、

１７２億７,９００万円

一方、償還額は １５０億７,９００万円

９月末借入残高は ２２億円 　　　　　　　です。

１ 世 帯 当 り

区　　　　　分

一 般 会 計

特 別 会 計

合 計

市 民 １ 人 当 り

月末残高（単位：億円）
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４．市有財産

９月末における、財産の現在高は、一般会計と特別会計を合わせて、

土地 ４,５０５万５，２８０㎡ ８４３億３，６２１万３千円

建物 ７２万１，８８４㎡ ９２２億７，５２５万円　　 

工作物 ６２億６，４７３万８千円

出資金及び有価証券 １１２億１，８４５万１千円

物権 ６万９千円

合計 １，９４０億９，４７２万１千円となっています。

これは、１８年３月末現在高に比べて、

土地 １億　３５２万５千円の減

建物 １３億２，２９２万５千円の増

工作物 ４，００１万５千円の増

物権 １千円の減

合計 １２億５，９４１万４千円の増となっています。

出資金及び有価証券については増減ありません。

市民１人当たりの現在高は、 １１３万４，０４２円　　で、

市民１世帯当たりの現在高は、 ２４５万６，７７１円

となっています。



５．平成１７年度の決算状況 
 

平成１７年度の一般会計及び特別会計は、２カ月間の整理期間を経て５月３１日に

閉鎖しました。 

 

【歳 入】 

歳入については、収入済額１，１０８億３，２４７万５千円（一般会計７３０億１，０２５万

４千円、特別会計３７８億２，２２２万１千円）で最終予算現額１，１４２億５，２１７万５千

円（一般会計７４９億９９９万３千円、特別会計３９３億４，２１８万２千円）に対する執行

率は、９７．０％（一般会計９７．５％、特別会計９６．１％）となっています。 

前年度と比較すると、収入済額で３１億２，４５８万４千円減少（一般会計３３億３，７

８１万７千円の減少、特別会計２億１，３２３万３千円の増加）し、執行率は０．６％（一

般会計０．４％、特別会計０．９％）減少しています。 

また、調定額１，１６１億９０４万９千円（一般会計７５９億７，５３６万７千円、特別会計

４０１億３，３６８万２千円）に対し収納率９５．５％（一般会計９６．１％、特別会計 ９４．

２％）で前年度と比較して０．１％（一般会計０．１％、特別会計０．３％）低下していま

す。 

不納欠損処分の総額は、７億６，２２１万４千円（一般会計３億５，５３１万１千円、特

別会計４億６９０万３千円）となっており、前年度と比較して６，４９５万２千円の増加（一

般会計８，４０７万９千円の増加、特別会計１，９１２万７千円の減少）となっています。 

収入未済額の総額は、４５億１，５２２万６千円（一般会計２６億９８０万３千円、特別

会計１９億５４２万３千円）となっており、前年度と比較して２，１９０万円の増加（一般会

計１億１，８６７万３千円の減少、特別会計１億４，０５７万３千円の増加）となっていま

す。 

 

【歳 出】 

歳出については、支出済額１，１０７億４，５２５万２千円（一般会計７２６億２，３１８万

７千円、特別会計３８１億２，２０６万５千円）で予算現額１，１４２億５，２１７万５千円

（一般会計７４９億９９９万３千円、特別会計３９３億４，２１８万２千円）に対する執行率

は、９６．９％（一般会計９６．９％、特別会計９６．９％）となっています。 

前年度と比較すると、支出済額で３２億３，１３４万６千円減少（一般会計３３億７，３

０７万４千円の減少、特別会計１億４，１７２万８千円の増加）し、執行率は０．７％減少

（一般会計０．５％、特別会計１．０％）しています。 

 

【実質収支】 

繰越明許費繰越額の翌年度へ繰り越すべき財源７０千円を除く歳入歳出差引額（実

質収支）は、８，７１５万３千円の黒字（一般会計３億８，６９９万６千円の黒字、特別会

計２億９，９８４万３千円の赤字）となっており、一般会計の３億８，６９９万６千円及び

特別会計のうち黒字となった介護保険会計の８，７６５万４千円は翌年度へ繰り越し、

特別会計のうち赤字となった２会計の３億８，７４９万７千円は翌年度繰上充用金で補

てんしました。 




